
燃料　添加剤　エコマックス

松
本
日
光
舎
が
提
案

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
費

薬
師
の
ゆ
本
陣
　

２
割
削
減

京の白味噌



マーダック・インターナショナル

洗面ボウル

最高級クリスタル製

網
走
市
の
地
ビ
ー
ル

「
流
氷
ド
ラ
フ
ト
」が
人
気

３
月
７
日
か
ら
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

食
品
・
飲
料
の
展
示
会

九
州
熊
本
工
場
で
の

プ
レ
モ
ル
缶
を
出
荷

サ
ン
ト
リ
ー

重
油
タ
ン
ク
に
適
量
の
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
を
添
加
す
る
だ
け

エコマックスの各種製品

　
石
川
県
金
沢
市
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
な
ど
を
営
む
松
本

日
光
舎
（
松
本
健
夫
社
長
）
は
、
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
費
を

削
減
す
る
燃
料
添
加
剤
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｘ
（
エ
コ
マ
ッ
ク

ス
）
」
を
全
国
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
提
案
し
て
い
る
。
す

で
に
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
を
導
入
し
た
岐
阜
県
・
奥
飛
騨
温
泉

郷
「
薬
師
の
ゆ
本
陣
」
で
は
、
年
間
で
２
割
の
燃
料
費
を

削
減
す
る
な
ど
多
大
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
石
油
輸
出
国

機
構
）
が
８
年
ぶ
り
に
原
油

減
産
を
決
定
し
た
こ
と
に
加

え
、
ト
ラ
ン
プ
相
場
に
よ
る

金
利
上
昇
で
の
円
安
進
行
も

あ
っ
て
、
重
油
・
灯
油
価
格

は
上
昇
傾
向
。
エ
コ
マ
ッ
ク

ス
の
燃
費
削
減
効
果
が
再
び

脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
薬
師
の
ゆ
本
陣

を
は
じ
め
、「
ぎ
ふ
長
良
川
温

泉
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
」「
名
栗
温

泉
　
大
松
閣
」
な
ど
約

軒

の
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
導
入
さ

れ
た
。
重
油
・
灯
油
ボ
イ
ラ

ー
を
使
用
す
る
温
浴
施
設
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
リ
ネ
ン
工

場
、
食
品
加
工
工
場
な
ど
も

合
わ
せ
る
と
導
入
実
績
は
１

８
０
社
に
上
る
と
い
う
。

　
薬
師
の
ゆ
本
陣
は
、
２
０

１
３
年

月
か
ら
エ
コ
マ
ッ

ク
ス
を
採
用
。
最
初
の
月
の

使
用
量
は
前
年
同
月
比
で


・
６
％
減
と
な
る
３
万
６
千

㍑
と
さ
っ
そ
く
効
果
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
松
本
日
光
舎

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
添

加
量
を
調
整
し
た
結
果
、
削

減
幅
を

・
９
％
に
ま
で
拡

大
。
年
間
の
燃
料
費
を
約
６

０
０
万
円
節
約
で
き
た
。
こ

れ
に
費
や
し
た
エ
コ
マ
ッ
ク

ス
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は


万
円
で
、
差
し
引
き
５
５

５
万
円
の
コ
ス
ト
削
減
に
成

功
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
燃
費
を
向
上
さ
せ
る
原
理

は
、
燃
料
内
の
炭
化
水
素
分

子
の
細
分
化（
ナ
ノ
化
）だ
。

石
油
系
燃
料
は
精
製
後
、
酸

化
す
る
こ
と
に
よ
り
炭
化
水

素
分
子
が
結
合
し
、
中
に
包

ま
れ
た
分
子
が
燃
え
に
く
く

な
る
。
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
の
添

加
に
よ
り
、
固
ま
っ
た
炭
化

水
素
分
子
を
細
分
化
し
再
結

合
を
防
ぐ
こ
と
で
燃
え
残
り

が
減
り
、
燃
費
が
向
上
。
さ

ら
に
燃
焼
室
の
汚
れ
を
減
少

さ
せ
、
排
ガ
ス
の
ク
リ
ー
ン

化
に
も
つ
な
が
る
。

　
石
油
大
手
企
業
系
の
分
析

会
社
に
よ
っ
て
、
エ
コ
マ
ッ

ク
ス
を
添
加
し
た
燃
料
が
Ｊ

Ｉ
Ｓ
規
格
に
抵
触
し
な
い
こ

と
が
立
証
済
み
。
ボ
イ
ラ
ー

機
器
に
も
安
心
だ
。

　
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
の
販
売
価

格
は
、
Ｖ
Ｊ
（
重
油
専
用
）

４
㍑
入
り
１
万
５
千
円
、


㍑
入
り
６
万
円
。
Ｖ
Ｔ
（
灯

油
専
用
）４
㍑
入
り
２
万
円
、


㍑
入
り
７
万
２
千
円
（
い

ず
れ
も
税
込
み
）
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
松
本
日

光
舎
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
事
業
部

（
石
川
県
金
沢
市
横
川
７


２
）
☎
０
７
６
（
２
４
１
）

６
１
５
５
ま
で
。

　
２
月

～

日
に
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
る

「
２
０
１
７
国
際
ホ
テ
ル
・

レ
ス
ト
ラ
ン
・
シ
ョ
ー
」
に

出
展
し
、
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
の

展
示
、
説
明
も
行
う
（
ブ
ー

ス
番
号
２

Ｐ
０
７
）
。

　
鴨
川
に
面
し
、
夏
に
は
川

床
を
設
え
る
京
都
の
料
亭

「
ち
も
と
」
。
創
業
享
保
三

年
、
約
３
０
０
年
の
伝
統
を

誇
る
同
店
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
敷

居
が
高
い
が
、
姉
妹
店
「
彩

席
ち
も
と
」
は
カ
ウ
ン
タ
ー

割
烹
な
の
で
、
本
店
の
味
を

受
け
継
い
だ
本
格
京
料
理
を

気
軽
に
楽
し
め
る
。

　
全
て
の
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
で

提
供
さ
れ
る
、
茶
碗
蒸
し
と

ス
フ
レ
が
融
合
し
た
「
玉
子

宝
楽
」
と
い
う
名
物
料
理
が

人
気
だ
。
ふ
わ
と
ろ
な
食
感

と
出
汁
の
お
い
し
さ
が
た
ま

ら
な
い
玉
子
宝
楽
は
確
か
に

魅
力
的
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
一
つ
一
つ
丁
寧
に

調
理
さ
れ
た
食
材
を
華
や
か

に
盛
り
込
ん
だ
前
菜
や
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
蒸
し
物
な

ど
、
京
料
理
な
ら
で
は
の
美

し
さ
と
お
い
し
さ
が
存
分
に

堪
能
で
き
る
。

　
中
で
も
筆
者
が
楽
し
み
に

し
て
い
る
の
が
椀
盛
だ
。
季

節
感
の
演
出
や
出
汁
の
味
な

ど
、
料
理
人
の
腕
の
見
せ
所

と
な
る
椀
盛
は
、
日
本
料
理

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
。
先
日
伺
っ

た
際
は
、
鰤
と
大
根
の
白
味

噌
仕
立
て
で
あ
っ
た
。
お
出

汁
の
あ
ん
梅
も
絶
妙
で
、
ち

ょ
こ
ん
と
添
え
ら
れ
た
辛
子

が
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
り
、
ま

さ
に
絶
品
。
実
は
甘
い
白
味

噌
が
苦
手
な
筆
者
だ
が
、
こ

の
店
の
物
は
別
格
だ
。
熱
々

の
汁
を
口
に
運
ぶ
と
、あ
ぁ
、

京
都
に
来
た
ん
だ
な
ぁ
と
し

み
じ
み
感
じ
る
。

　
そ
う
、
白
味
噌
は
京
都
で

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か

つ
て
貴
重
だ
っ
た
米
麹
を
た

っ
ぷ
り
使
っ
た
、
そ
の
雅
や

か
な
味
が
当
時
の
王
朝
貴
族

に
好
ま
れ
、
や
が
て
茶
道
の

普
及
と
共
に
、
茶
事
の
懐
石

料
理
に
欠
か
せ
な
い
食
材
と

し
て
全
国
に
広
ま
っ
た
と
さ

れ
る
。

　
江
戸
に
遷
都
さ
れ
京
都
を

西
の
都
「
西
京
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
味

噌
も
「
西
京
味
噌
」
と
称
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
穀
物
を
長
期
保
存
の
目
的

で
塩
蔵
し
て
生
ま
れ
た
味
噌

は
、
塩
分
が
強
い
。
通
常


％
程
度
の
塩
分
量
だ
が
、
白

味
噌
は
た
っ
た
５
％
程
度

で
、
甘
く
こ
っ
く
り
と
し
た

味
わ
い
。
原
材
料
は
、
米
と

大
豆
と
塩
だ
け
。
熟
成
期
間

が
短
く
、
ご
ま
か
し
が
き
か

な
い
か
ら
、
良
質
な
原
料
と

高
い
醸
造
技
術
が
求
め
ら
れ

る
。

　
そ
ん
な
西
京
味
噌
を
名
乗

る
に
は
、
厳
格
な
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
西
京
味
噌
と
は
、
京
都
府

味
噌
工
業
協
同
組
合
に
所
属

す
る
企
業
が
、
同
組
合
の
認

定
す
る
原
料
を
使
用
し
、
京

都
府
内
で
生
産
し
、
同
組
合

の
品
質
認
定
を
受
け
た
低
塩

甘
口
の
白
味
噌
で
、
同
組
合

の
品
質
審
査
委
員
会
で
認
め

ら
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
「
京
都
府
内

で
創
業

年
以
上
、
も
し
く

は
味
噌
技
能
士
１
級
以
上
の

技
術
者
が
在
職
し
て
い
る
」

「
全
国
味
噌
協
同
組
合
連
合

会
主
催
の
鑑
評
会
で
表
彰
さ

れ
て
い
る
、
ま
た
は
そ
れ
と

同
等
の
製
造
技
術
を
有
し
て

い
る
」
と
い
う
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
必
要
が
あ
る
の

だ
。

　
歴
史
と
卓
越
し
た
技
術
が

育
ん
で
来
た
西
京
味
噌
。
だ

か
ら
こ
そ
、
お
正
月
の
お
雑

煮
な
ど
ハ
レ
の
食
事
だ
け
で

な
く
、
酢
味
噌
や
田
楽
、
西

京
漬
け
な
ど
、
幅
広
い
利
用

方
法
で
人
々
に
愛
さ
れ
続
け

て
い
る
の
だ
。

　
上
品
で
華
や
か
な
様
を
指

す
、
「
は
ん
な
り
」
と
い
う

京
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
な
京
の

白
味
噌
。
そ
の
お
い
し
さ
を

最
大
限
に
引
き
出
す
出
汁
と

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、
口
福
の

一
語
に
尽
き
る
。
「
彩
席
ち

も
と
」
の
椀
盛
の
優
し
い
味

に
、
日
本
の
伝
統
食
っ
て
素

晴
ら
し
い
！
と
思
う
筆
者
で

あ
っ
た
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。
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Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ａ
　
Ｃ
Ｒ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｌ

流
氷
ド
ラ
フ
ト
の
瓶
（
上
）

と
缶

昨
年
の
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
会
場
の
様
子

　
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
は
１

月

日
、
熊
本
地
震
に
よ
り

被
災
し
た
サ
ン
ト
リ
ー
九
州

熊
本
工
場
で
の
「
ザ
・
プ
レ

ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
」
缶
の
出

荷
を
再
開
し
た
。

　
同
工
場
は
、
昨
年

月
８

日
に
ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ

ル
ツ
の
仕
込
み
を
再
開
し
、


月

日
に
樽
生
の
出
荷
を

再
開
し
た
。
今
後
は
、
「
金

麦
」
「
オ
ー
ル
フ
リ
ー
」
ブ

ラ
ン
ド
な
ど
の
仕
込
み
、
出

荷
も
順
次
再
開
し
て
い
く
予

定
と
い
う
。

　
ま
た
、
同
工
場
の
復
旧
を

通
し
て
熊
本
県
を
は
じ
め
九

州
エ
リ
ア
の
人
た
ち
と
一
緒

に
九
州
を
盛
り
上
げ
た
い
と

い
う
想
い
か
ら
、
同
工
場
内

で
限
定
醸
造
し
て
い
た
樽
生

「
火
の
国
ビ
ー
ル
　
阿
蘇
」の

中
味
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

３
５
０
㍉
㍑
缶
（
非
売
品
）

を
４
月
上
旬
か
ら
九
州
エ
リ

ア
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で

約

万
本
無
償
配
布
す
る
。

　
熊
本
地
震
復
興
支
援
活
動

「
サ
ン
ト
リ
ー
水
の
国
く
ま

も
と
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

も
実
施
し
て
い
く
。

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
流
氷
が

打
ち
寄
せ
る
北
海
道
東
部
の

網
走
市
。
１
９
９
８
年
創
業

の
網
走
ビ
ー
ル
が
製
造
販
売

す
る
地
ビ
ー
ル
が
人
気
だ
。

　
沖
合
で
と
っ
た
流
氷
を
仕

込
み
水
に
使
っ
た
鮮
や
か
な

オ
ホ
ー
ツ
ク
ブ
ル
ー
の
「
流

氷
ド
ラ
フ
ト
」
、
地
元
産
小

麦
「
き
た
ほ
な
み
」
を
使
っ

た
白
濁
タ
イ
プ
の
「
網
走
ホ

ワ
イ
ト
エ
ー
ル
」
、
世
界
遺

産
知
床
の
新
緑
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
「
知
床
ド
ラ
フ
ト
」
な

ど
の
発
泡
酒
と
「
網
走
プ
レ

ミ
ア
ム
ビ
ー
ル
」
な
ど
の
６

商
品
。

　
網
走
市
に
は
、
流
氷
も
接

岸
し
、
全
国
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
お
り
、
工
場

に
隣
接
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

「
網
走
ビ
ー
ル
館
」
も
連
日

に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
な
か
で

も
観
光
客
の
人
気
を
集
め
て

い
る
の
が
流
氷
ド
ラ
フ
ト
と

網
走
ホ
ワ
イ
ト
エ
ー
ル
で
、

グ
ラ
ス
を
透
か
し
て
色
を
確

か
め
な
が
ら
味
わ
い
、
土
産

に
も
と
買
い
求
め
て
い
る
。

　
同
社
で
は
、
ド
イ
ツ
の
伝

統
的
な
製
法
に
こ
だ
わ
っ
た

醸
造
を
行
っ
て
お
り
、
「
地

域
の
ロ
マ
ン
と
産
物
を
生
か

し
た
お
い
し
い
地
ビ
ー
ル
を

提
供
し
、
網
走
観
光
に
も
つ

な
げ
た
い
」
と
、
販
路
拡
大

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
各
商
品
と
も
、
瓶
（
３
３

０
㍉
㍑
）
と
缶
（
３
５
０
㍉

㍑
）
が
あ
り
、
価
格
は
１
本

３
０
０
～
５
０
０
円
（
税
込

み
）
で
、
各
商
品
の
詰
め
合

わ
せ
も
あ
る
。
同
社
の
ほ
か

地
元
ス
ー
パ
ー
や
道
内
の
デ

パ
ー
ト
で
販
売
中
。

　
問
い
合
わ
せ
や
注
文
は
、

網
走
ビ
ー
ル
☎
０
１
５
２

（
４
５
）
５
１
０
０
。

　
マ
ー
ダ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
長
野
県
飯
田

市
）
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
製

最
高
級
ク
リ
ス
タ
ル
洗
面
ボ

ウ
ル
「
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ａ
　
Ｃ

Ｒ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｌ
（
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
　
ク
リ
ス
タ
ル
）
」
を
提

案
し
て
い
る
。

　
生
産
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の

ガ
ペ
ル
地
方
に
あ
る
カ
ッ
テ

ィ
ン
グ
工
場
で
行
わ
れ
て
お

り
、
１
０
０
％
職
人
の
手
作

業
に
よ
る
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で

製
造
。
そ
の
最
大
の
特
長
は

言
う
ま
で
も
な
く
そ
の
輝
き

を
演
出
す
る
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ

に
あ
る
。

　
ま
た
、
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ

ス
製
品
の
中
で
は
世
界
で
も

屈
指
の
大
き
さ
で
あ
る
上
に

楕
円
形
を
し
た
洗
面
ボ
ウ
ル

に
対
し
、
精
緻
な
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
パ
タ
ー
ン
を
均
等
に
彫

刻
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
だ

が
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
熟
練
の

職
人
が
２
人
掛
か
り
で
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
で
こ
れ

を
実
現
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ガ
ラ
ス
製
品
で

危
惧
さ
れ
る
耐
久
性
の
面
で

も
優
れ
て
い
る
。
耐
衝
撃
性

の
面
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
落
球
テ

ス
ト
の
他
、
Ｅ
Ｕ
の
規
格
も

ク
リ
ア
し
て
お
り
、
耐
熱
性

の
面
で
も

度
前
後
の
急
激

な
温
度
変
化
で
あ
れ
ば
確
実

に
耐
え
ら
れ
る
作
り
と
な
っ

て
い
る
。

　
彫
刻
の
パ
タ
ー
ン
は
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
伝
統
の
カ

ッ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
「
Ｖ
Ｉ

Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
（
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
）
」
や
「
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｚ
Ａ

Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｈ（
エ
リ
ザ
ベ
ス
）」、

和
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
（
さ
く
ら
）
」

な
ど

種
類
を
取
り
そ
ろ
え

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
カ
ッ
テ

ィ
ン
グ
に
対
応
す
る
グ
ラ
ス

や
ト
レ
イ
な
ど
の
各
種
ク
リ

ス
タ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
用

意
し
た
。

　
同
社
で
は
、

日
か
ら
東

京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
「
国
際

ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
シ

ョ
ー
」
で
、
こ

の
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｖ
Ｉ

Ａ
　
Ｃ
Ｒ
Ｙ
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｌ
を
出
展

す
る
。

　
こ
の
件
に
つ

い
て
の
問
い
合

わ
せ
先
は
、
マ

ー
ダ
ッ
ク
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
☎
０
２
６

５
（
４
９
）
３

３
７
５
。

　
日
本
能
率
協
会
は
３
月
７

～

日
の
４
日
間
、
千
葉
市

の
幕
張
メ
ッ
セ
で
食
品
・
飲

料
専
門
展
示
会
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｘ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１

７
（
フ
ー
デ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ

ン
）
」
を
開
催
す
る
。

　
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
は
日
本
と

世
界
の
食
品
・
飲
料
の
ト
レ

ン
ド
発
信
地
と
し
て
行
わ
れ

る
ア
ジ
ア
最
大
級
の
展
示

会
。
回
目
と
な
る
今
年
は
、

約

カ
国
・
地
域
か
ら
食
品

・
飲
料
メ
ー
カ
ー
、
商
社
な

ど
３
２
１
１
社
・
３
８
８
１

小
間
（
７
日
現
在
）
が
出
展

し
、過
去
最
大
規
模
と
な
る
。

来
場
は
、フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
、

流
通
、商
社
の
バ
イ
ヤ
ー
な

ど
約
７
万
７
０
０
０
人
以
上

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録

後
、
世
界
的
な
ブ

ー
ム
が
続
く
「
和

食
」。そ
れ
に
伴
い

海
外
で
日
本
茶
ブ

ー
ム
が
到
来
し
て

い
る
。
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｘ
で
は
、
伝
統

的
な
製
法
で
作
ら

れ
た
日
本
茶
だ
け

で
は
な
く
、
外
国

人
に
受
け
入
れ
ら

れ
や
す
い
よ
う
加

工
さ
れ
た
食
べ
ら

れ
る
お
茶
や
、
お
茶
を
使
用

し
た
サ
イ
ダ
ー
な
ど
数
多
く

の
日
本
茶
が
出
展
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
「
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

（
ス
シ
）」
「
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｒ

Ａ（
テ
ン
プ
ラ
）」に
続
く
新

た
な
日
本
食
文
化
の
発
信
と

し
て
世
界
中
に
「
お
つ
ま
み

文
化
」
を
広
げ
る
た
め「
Ｏ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ（
お
つ
ま

み
）Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」コ
ー
ナ
ー

も
新
設
。
酒
の
味
を
引
き
出

す
つ
ま
み
を
提
案
す
る
。

　
女
性
目
線
で
食
の
ト
レ
ン

ド
を
予
想
す
る
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｘ
美
食
女
子
」
で
は
、
食

品
・
飲
料
メ
ー
カ
ー
か
ら
エ

ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
製
品
の
中

か
ら
「
ス
イ
ー
ツ
」
「
ド
リ

ン
ク
」
「
ミ
ー
ル
」
「
マ
マ

の
愛
」
の
４
部
門
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
決
定
。
併
せ
て
、
授

賞
式
も
開
催
さ
れ
る
。


